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飯田高原お宝探検隊報告 

 

飯田こども園に 

わらぼてづくり＆もぐらうち 

今年もオニがやってきた！！ 

九重寿大学飯田地区ゼミナール 活動報告 



※※※※※※※※※※※※※※（ 飯田ふれあい交流センター ）※※※※※※※※※※※※※※ 

こんにちは 
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朝日長者物語 七不思議 その① 
  
 

 

 

 

 

 

 

 
平成２３年度に九重飯田高原デザ 
イン会議と飯田地区まちづくり協 
議会が作成した看板 
 

 
 朝日長者七不思議とは、青梅、青蓼、念仏水、 
殺生石、不断鶴、音無川、鳴川のことです。 
 この七不思議を今号からシリーズで紙上に
て訪ねてみたいと思います。まずは、青梅から。 
【青梅】 
 九重山一帯に自生する草ボケ。地元では岳梅
（たけうめ）・長者梅とも呼ばれている。夏の終わ
るころから秋の初めにかけて、実が黄色く色づ
きリンゴの香りに似た香気を放つ。焼酎付けに
利用される。長者が好んだといわれる。 
 普通の梅と比べれば、青い期間が長いので、
青梅と名付けたものだろう。 （「九重町誌」より） 
  

 
 
 
 
 
 

 
（草ボケの花） 

 
 
 
 
 
 

 
（草ボケの実）   

日本人が忘れかけている季節を表す言葉 節句 ・ 雑節  その① 
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重要な年中行事の日として江戸時代に制定。もとは中国の行事でそれに日本の風習と合わさった。 

単に節句といえば、上巳の節句（桃の節句・雛祭り）と端午の節句を差すこともある。 
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中国由来の暦では、農業に従事する日本の人々が十分に季節の変化を掴めないためそれらを補助 

するために独自に作られた暦。古くから日本人の生活に溶け込んでおり、年中行事や物忌みが伴う。 
 

１年の移ろいを表す言葉には、春夏秋冬の四
季や和風月名以外にも様々なものがあります。 

その中には、季節の節目である重要な日とさ
れた五節句や、農業をする者が季節の移り変わ
りを知るための雑節というものがあります。五
節句の端午の節句や上巳の節句、雑節の彼岸、
土用、入梅などという言葉はよく聞きます。 

 

 
【節分】 炒った大豆をまくことで、邪気や厄を
追い払う儀式を行う日。節分は、旧暦で 1 年の
最初の日とされた「立春」の前日で、平安時代、
季節の変わり目にやってくるとされる鬼を祓
う「追儺（ついな）」と呼ばれた儀式に由来する
ものと言われる。 
～ 鬼は外 福は内 ～  『日本のしきたり』より 

   
昭和３０年（１９５５年） 九 重 町 誕生！ ～来年７０周年を迎える～  

九重町の概況（昭和 30 年 2 月合併当時） 
人 口 
戸 数 
面 積 
産業別 
人口 

21,316 人 
3,888 戸（内、農家戸数 2,423 戸） 
272.82 ㎞２ 
第一次産業 15,193 人（71.3％） 
第二次産業   ,753 人（ 3.5％） 
第三次産業  5,370 人（25.2％） 

教育施設 小学校１４校（本校 10、分校 4） 
中学校  ４校、幼稚園 ３園 
公民館 ４館 

（『九重町郷土新建設計画書』より） 
 

九重町の概況（令和６年１月末現在） 
人 口 
戸 数 
面 積 
産業別 
就業 
人口 

8,476 人 
3,861 戸（内、総農家数 1,097 戸） 
271.37 ㎞２              令和２年２月１日 
第一次産業 1,197 人（26.87％） 
第二次産業  ,805 人（18.07％） 
第三次産業 2,443 人（54.84％） 

教育施設 小学校 ６校 
中学校 １校、こども園 ２園 
公民館 ５館 

（「産業別就業人口」は『九重町統計書（令和４年度）』より） 
 

 

今年から ２月１日 が、 九重町 町民の日 に制定されました‼ 

                                                             

九重町は、昭和３０年（１９５５年）２月１日に４ヶ町村が合併し町制が施行されました。 
  




